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過
去
２
年
間
の
議
会
質
問
を
通
し

て
、
施
策
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
項
目

は
４
点
で
す
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
出
生
届

け
、
指
定
ゴ
ミ
袋
の
３
０
リ
ッ
ト
ル

用
の
導
入
、
主
に
認
知
症
徘
徊
者
を

対
象
と
し
た
発
信
器
を
活
用
す
る
行

方
不
明
対
策
で
、
こ
ち
ら
は
研
究
段

階
で
す
。 

昨
年
９
月
議
会
で
は
障
が
い
者
へ

の
公
費
助
成
に
つ
い
て
取
上
げ
、
市

長
自
ら
来
年
度
予
算
に
計
上
す
る
と

の
姿
勢
を
示
さ
れ
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
、
重
度
難
聴
者
が
利
用
す
る
人

工
内
耳
装
用
者
の
対
外
装
置
の
買
い

替
え
や
修
理
、
電
池
交
換
等
に
つ
い

て
助
成
を
す
る
と
し
ま
し
た
。
１
０

年
ほ
ど
で
買
い
替
え
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
保
険
が
き
か
な
い
上
に
１
０
０

万
円
ほ
ど
か
か
り
ま
す
が
、
取
り
付

け
時
の
手
術
後
は
す
べ
て
自
己
負
担

で
す
。 

ま
た
、
が
ん
な
ど
に
よ
っ
て
喉
頭

摘
出
し
た
方
が
声
を
出
す
た
め
に
必

要
な
「
埋
込
用
人
工
鼻
」
に
つ
い
て

も
２
，
３
日
で
交
換
す
る
消
耗
品
で

あ
り
、
そ
の
交
換
に
も
保
険
が
適
用

さ
れ
ず
月
に
２
，
３
万
円
も
か
か
る

た
め
、
そ
の
費
用
を
助
成
で
き
な
い

か
質
問
し
ま
し
た
。
と
も
に
自
己
負

担
軽
減
へ
の
支
援
を
約
束
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
際
執
行
部
か
ら
は
、
質
問

を
通
し
て
障
が
い
者
の
お
か
れ
て
い

る
実
態
が
分
か
っ
た
と
感
謝
も
さ
れ

ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
市
職
員
採
用
試
験
に
お

け
る
障
が
い
者
へ
の
欠
格
条
項
に
つ

い
て
「
自
力
通
勤
が
で
き
る
者
」
と

し
て
あ
る
条
件
を
、
障
害
と
能
力
は

別
の
も
の
で
あ
り
撤
廃
す
る
よ
う
求

め
た
と
こ
ろ
、
見
直
す
と
の
見
解
を

示
さ
れ
ま
し
た
。 

具
体
的
な
施
策
に
は
反
映
さ
れ
な

く
て
も
、
思
い
入
れ
の
強
い
質
問
も

あ
り
ま
す
。
南
房
総
地
域
に
お
け
る

外
来
生
物
へ
の
対
応
や
イ
ノ
シ
シ
の

捕
獲
作
業
に
お
け
る
狩
猟
者
へ
の
負

担
軽
減
対
策
、
併
せ
て
ジ
ビ
エ
流
通

の
た
め
の
解
体
処
理
施
設
の
建
設
、

館
山
港
多
目
的
観
光
桟
橋
の
活
用
な

ど
で
す
。
特
に
桟
橋
に
つ
い
て
は
、
現

行
の
マ
イ
ナ
ス
７･

５
メ
ー
ト
ル
岸
壁

か
ら
マ
イ
ナ
ス
９
メ
ー
ト
ル
ま
で
深
く

し
て
、
大
型
客
船
の
誘
致
を
図
る
よ
う

訴
え
ま
し
た
。
今
後
も
、
地
域
の
発
展

と
住
民
福
祉
の
充
実
へ
向
け
努
力
し
て

ま
い
る
所
存
で
す
。 
 

議
会
活
動
で
は
、
議
会
改
革
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
声
を

議
会
と
し
て
広
く
受
け
止
め
、
施
策
に

反
映
で
き
る
体
制
づ
く
り
に
努
力
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
議
会
改
革
特
別
委

員
会
委
員
長
と
し
て
重
責
を
担
い
３
年

が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
議
員

間
の
改
革
意
識
の
開
き
も
あ
り
、
そ
の

道
の
り
に
は
険
し
い
現
実
も
あ
り
ま
す

が
「
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
」
を
目
指

し
、
着
実
に
前
進
さ
せ
た
い
と
決
意
し

て
お
り
ま
す
。 

平
成
２
７
年
４
月
に
議
会
改
革
の
一

環
と
し
て
議
会
基
本
条
例
を
制
定
、
そ

の
１
０
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
年
１
回

の
単
位
で
毎
年
１
０
月
に
議
会
報
告
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
で
４
回
目

の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

党
員
、
支
持
者
の
皆
様
も
進
ん
で
ご
参

加
い
た
だ
き
、
市
政
に
対
す
る
ご
意
見

ご
要
望
等
、
議
会
に
ご
助
言
賜
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。 

様
々
な
議
員
・
議
会
活
動
を
通
し
て

「
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
、
館
山
に
住

ん
で
良
か
っ
た
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。 

  〈
平
成
２
８
年
〉 

第
１
回
定
例
会 

１
、
南
房
総
地
域
に
お
け
る
外
来
生
物 

２
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
出
生
届
け 

３
、
指
定
ゴ
ミ
袋
３
０
リ
ッ
タ
ー
導
入 

第
２
回
定
例
会 

１
、
昨
年
の
１
２
月
議
会
に
引
き
続
き
大
規
模 

地
震
へ
の
備
え 

２
、
若
者
の
政
治
的
関
心
を
高
め
る
政
策
形
成 

第
３
回
定
例
会 

１
、
廃
棄
さ
れ
て
い
る
食
品
の
有
効
活
用 

２
、
子
育
て
環
境
の
包
括
的
支
援 

３
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業 

第
４
回
定
例
会 

１
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成 

２
、
広
域
ご
み
処
理
施
設
建
設
計
画
に
お
け
る 

本
市
の
離
脱 

３
、
自
治
基
本
条
例
と
館
山
市
政
治
倫
理
条
例 

の
制
定 

 

〈
平
成
２
９
年
〉 

第
１
回
定
例
会 

１
、
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
作
業
に
お
け
る
狩
猟
者 

の
負
担
軽
減
対
策 

２
、
主
に
認
知
症
徘
徊
者
の
行
方
不
明
対
策 

３
、
ま
ち
の
無
電
柱
化
の
推
進 

第
２
回
定
例
会 

１
、
館
山
港
多
目
的
観
光
桟
橋
の
活
用 

第
３
回
定
例
会 

１
、
聴
覚
・
視
覚
障
が
い
者
等
公
費
助
成
施
策 

２
、
新
生
児
聴
覚
検
査
と
市
職
員
採
用
に
お
け 

る
障
が
い
者
へ
の
条
件
緩
和 

第
４
回
定
例
会 

１
、
有
害
鳥
獣
対
策 

２
、
人
と
動
物
が
共
生
す
る
ま
ち
の
創
出 

３
、
人
々
の
多
様
性
を
尊
重
す
る
社
会
を
目
指 

す
取
組 
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◇ 

議
員
活
動
報
告 

◇ 

行
政
一
般
通
告
質
問
（
瀬
能 

孝
夫
） 

 
◇ 

行
政
一
般
通
告
質
問 

◇ 
 



KOMEI TATEYAMA 

                                 

す 
 

   

議
員
活
動
の
２
期
目
も
余
す
と
こ

ろ
１
年
と
な
り
ま
し
た
。
初
の
立
候

補
を
し
た
時
は
東
日
本
大
震
災
直
後

の
混
乱
し
た
状
況
の
中
で
し
た
。
初

当
選
を
し
た
後
の
議
員
活
動
お
よ
び

議
会
質
問
は
館
山
市
の
災
害
安
全
対

策
を
、
自
主
防
災
組
織
の
充
実
な
ど

を
主
と
し
て
多
角
的
な
防
災
対
策
等

の
取
り
組
み
を
提
案
し
ま
し
た
。
そ

の
後
は
、
教
育
や
環
境
問
題
を
取
り

上
げ
ま
し
た
が
、
私
の
一
番
の
テ
ー

マ
は
館
山
市
の
産
業
振
興
と
活
性
化

対
策
の
推
進
で
あ
り
、
自
身
の
長
年

の
農
業
経
験
や
観
光
関
連
の
活
動
を

通
し
て
精
力
的
に
問
題
提
起
と
政
策

提
言
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
特
に
私

の
公
約
と
し
て
掲
げ
た
、
市
内
産
業

の
活
性
化
の
た
め
の
流
通
拠
点
整
備

（
道
の
駅
構
想
）
が
、
市
の
財
政
状

況
の
悪
化
の
た
め
に
停
滞
し
て
い
る

こ
と
は
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。「
住

み
よ
い
ま
ち
」
は
「
元
気
に
働
け
る

ま
ち
」
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
今
後
も

粘
り
強
く
実
現
に
向
け
て
訴
え
て
い

き
ま
す
。 

 

現
在
館
山
市
は
財
政
状
況
が
悪
化

を
し
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
確
か

に
近
年
の
教
育
施
設
の
耐
震
化
や
整

備
に
よ
り
財
政
の
逼
迫
を
招
い
た
こ

と
は
事
実
で
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
費
２

３
億
円
が
高
額
す
ぎ
る
と
の
指
摘
を

し
、
再
度
、
見
直
し
と
修
正
を
さ
せ

ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
資
源
有
効
活

用
調
査
特
別
委
員
会
で
は
、
市
内
の

農
水
産
業
や
商
工
、
観
光
産
業
振
興

の
基
本
理
念
と
す
べ
き
『
地
産
地
消

条
例
』
の
制
定
を
提
案
し
、
ほ
ぼ
条 

例
の
案
文
が
完
成
。
現
在
は
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集
と
市
内
事
業

者
を
対
象
に
説
明
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。 

 

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
と
い
う

地
方
自
治
体
共
通
の
課
題
に
つ
い
て

い
か
に
自
治
体
独
自
の
政
策
を
も
っ

て
歯
止
め
を
か
け
る
か
、
地
方
創
生

の
時
代
は
ま
さ
に
自
治
体
の
力
量
が

問
わ
れ
る
時
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
こ

の
よ
う
な
時
こ
そ
、
市
民
の
代
表
で

あ
る
議
員
、
議
会
が
市
民
目
線
で
行

政
に
し
っ
か
り
と
し
た
政
策
提
案
を

行
い
、
実
現
を
し
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
限
ら
れ
た
財
政
力
の
中
で
、

将
来
に
繋
が
る
、
希
望
あ
ふ
れ
る
ふ

る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
の
予
算
配
分

を
す
る
こ
と
が
議
員
の
重
要
な
仕
事

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
の
７
年
の
間
に
、
総
務
、
建
設

経
済
、
文
教
民
生
の
３
常
任
委
員
会

の
委
員
長
と
、
そ
し
て
現
在
は
議
会

運
営
委
員
長
の
要
職
を
努
め
て
お
り

ま
す
が
、
常
に
議
員
個
人
の
立
場
と

同
時
に
議
会
全
体
と
し
て
、
い
か
に

議
員
力
、
議
会
力
を
高
め
る
か
を
、

議
長
を
は
じ
め
同
僚
議
員
と
話
し
合

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
市
民

と
の
対
話
を
大
切
に
、
皆
様
の
声
を

市
政
に
届
け
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

  
  

〈
平
成
２
８
年
〉 

第
１
回
定
例
会 

１
、
食
の
ま
ち
づ
く
り
拠
点
整
備
事
業 

２
、
国
土
強
靭
化
基
本
法
に
よ
る
市
の 

対
策 

 

第
２
回
定
例
会 

１
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業 

２
、
農
業
委
員
会
改
革 

３
、
防
災
に
お
け
る
自
助
、
共
助 

第
３
回
定
例
会 

１
、
館
山
市
の
地
域
防
災 

２
、
館
山
市
の
学
校
教
育 

３
、
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー 

第
４
回
定
例
会 

１
、
第
４
次
総
合
計
画
に
お
け
る
農
業
振 

興
策 

２
、
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル 

３
、
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画 

 

〈
平
成
２
９
年
〉 

第
１
回
定
例
会 

１
、
館
山
市
の
産
業
お
よ
び
観
光
振
興
策 

２
、
ふ
る
さ
と
創
生
奨
学
金
制
度 

３
、
館
山
市
の
地
方
創
生
事
業 

第
２
回
定
例
会 

１
、
館
山
市
の
政
策
形
成
基
盤 

２
、「
地
産
地
消
」、
食
の
ま
ち
づ
く
り
計 

画
の
取
り
組
み 

第
３
回
定
例
会 

１
、
安
房
地
域
の
広
域
連
携
に
よ
る
地
域 

資
源
を
活
用
し
た
活
性
化
策 

２
、
館
山
市
の
産
業
振
興
の
取
組
み 

第
４
回
定
例
会 

１
、
館
山
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生 

総
合
戦
略
に
お
け
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ 

ー
シ
ョ
ン
活
動 

２
、
館
山
市
の
農
業
振
興
策 
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◆ 

議
員
活
動
報
告 

◆ 
 

◆ 

行
政
一
般
通
告
質
問 

◆ 


